
10
〜
20
年
サ
イ
ク
ル
で
大
径
材
を
育
成

　
「
自
伐
型
林
業
」
と
い
う
言
葉
は
、
比

較
的
新
し
い
表
現
で
す
が
、
取
組
は
古
く

か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
樹
齢
40
〜
60
年

の
ス
パ
ン
で
森
全
体
を
伐
採
し
、
苗
木
を

植
林
す
る
大
規
模
な
「
皆
伐
施
業
」
で
は

な
く
、
10
〜
20
年
程
度
の
サ
イ
ク
ル
で
弱

度
の
間
伐
を
繰
り
返
し
、
大
径
材
に
育
て

る
「
長
伐
期
多
間
伐
施
業
」
が
特
徴
で
す
。　

樹
木
を
大
き
く
育
て
、
良
質
の
木
材
「
Ａ

材
」
を
生
産
す
る
一
方
、
規
格
外
で
木
材

や
合
板
の
市
場
に
出
せ
な
い「
Ｃ
材
」に
も

付
加
価
値
を
付
け
、
長
期
間
に
わ
た
り
、

小
さ
な
利
益
を
積
み
重
ね
て
い
く
森
林
施

業
の
ス
タ
イ
ル
で
す
。
自
伐
型
林
業
を
象

徴
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
少
」
で
す
。　
個

人
事
業
主
や
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
が
、
必

要
な
分
だ
け
樹
木
を
切
っ
て
い
く
の
で
、

大
型
の
林
業
機
械
や
運
搬
用
の
車
両
は
使

い
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
幅
の
広
い
作
業

道
を
開
設
せ
ず
に
済
み
、
経
路
上
に
あ
る

樹
木
の
伐
開
や
斜
面
掘
開
な
ど
に
よ
る
山

へ
の
負
荷
も
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
20
年
代
に
入
る
と
「
山
で
仕
事
を

し
た
い
」
と
い
う
20
〜
30
代
の
若
者
が
全

国
的
に
増
え
て
き
ま
し
た
。
自
伐
型
林
業

は
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
と
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
が
あ

れ
ば
始
め
ら
れ
ま
す
。
自
分
の
ペ
ー
ス
で

作
業
を
し
な
が
ら
、
自
立
に
向
け
た
試
行

錯
誤
を
重
ね
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
ス
タ

イ
ル
に
、
自
然
環
境
に
関
心
を
持
つ
人
た

ち
が
魅
力
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

国
は
平
成
23
年
に
森
林
・
林
業
基
本
計

画
を
改
定
し
、
国
産
材
の
需
要
拡
大
と
効

率
的
な
加
工
・
流
通
体
制
の
確
立
に
向
け

た
森
林
の
大
区
画
化
や
大
型
林
業
機
械
の

導
入
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
林

業
の
推
進
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
一
方
で

27
年
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
新
成
長
戦
略

と
骨
太
の
方
針
」
と
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
基
本
方
針
」
は
、
自
伐
林
家
を

含
む
多
様
な
担
い
手
の
確
保
と
育
成
を
進

め
、
若
者
や
女
性
に
と
っ
て
魅
力
的
な
林

業
の
実
現
を
図
る
こ
と
で
、
地
方
に
お
け

る
林
業
の
活
性
化
や
定
住
人
口
の
確
保
を

図
る
方
針
を
盛
り
込
み
、
自
伐
型
林
業
に

関
心
が
集
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
兼
業
林
家
」と
い
う
働
き
方

　

北
海
道
の
森
林
面
積
は
５
５
４
万
㌶
あ

り
、
こ
の
う
ち
68
％
を
天
然
林
が
占
め
て

い
ま
す
。
人
工
林
は
エ
ゾ
マ
ツ
や
ト
ド
マ

ツ
な
ど
の
針
葉
樹
が
中
心
で
す
が
、
天
然

林
に
は
針
葉
樹
と
と
も
に
、
ミ
ズ
ナ
ラ
や

シ
ナ
ノ
キ
、
カ
ン
バ
類
、
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ

な
ど
の
広
葉
樹
も
多
く
あ
り
ま
す
。
広
葉

樹
は
少
量
を
間
伐
し
て
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
運

　
持
続
的
な
森
林
経
営
を
目
指
す
新
た
な
ス
タ
イ
ル
と
し
て
「
自じ

伐ば
つ
型
林
業
」
に
注
目
が

集
ま
っ
て
い
る
。
新
規
参
入
の
ハ
ー
ド
ル
が
低
く
、
兼
業
も
可
能
な
ス
タ
イ
ル
が
若
者
に
も

受
け
入
れ
ら
れ
、
中
山
間
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
新
た
な
取
組
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
北
海
道
自
伐
型
林
業
推
進
協
議
会　
代
表
理
事

株
式
会
社
大
西
林
業　
代
表
取
締
役

大お
お

西に
し 

潤じ
ゅ
ん

　じ

　
二 

さ
ん

森
に
生
き
る
・
木
と
暮
ら
す
　
リ
レ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

❹

中
山
間
地
域
の
活
性
化
に
期
待

自
伐
型
林
業
が
切
り
開
く
未
来
と
は

白
老
町
出
身
。
昭
和
60
年
に
創
業
し
、
平
成
20
年
に
法
人
化
し
た
株
式
会
社
大
西
林
業
（
白
老
町
）
の

3
代
目
社
長
。
地
元
産
広
葉
樹
の
間
伐
と
6
次
産
業
化
に
早
く
か
ら
取
り
組
み
、
28
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

北
海
道
自
伐
型
林
業
推
進
協
議
会
の
設
立
に
参
画
し
、
代
表
理
事
を
務
め
る
。
43
歳
。

特集 森林の再生─木を生かした豊かな暮らしを
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緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
少

子
・
高
齢
化
が
進
み
、
地
方
で
は
担
い
手

と
な
る
若
者
の
確
保
が
難
し
く
、
小
規
模

な
経
営
体
が
独
自
に
人
材
を
育
成
す
る
こ

と
が
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
現
状
に
危
機
感
を
強
め
る
林
業
・
木
材

業
界
の
強
い
要
望
に
応
え
、
北
森
カ
レ
ッ

ジ
は
開
校
し
ま
し
た
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
づ

く
り
や
現
場
で
の
実
習
、
生
徒
に
対
す
る

経
済
的
な
支
援
な
ど
、
業
界
か
ら
は
幅
広

い
支
援
や
協
力
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

1
年
生
は
、
地
域
見
学
実
習
と
し
て
年

6
回
、
道
内
各
地
で
多
様
な
森
林
生
態
と

林
業
・
木
材
産
業
の
現
場
を
学
び
ま
す
。

2
年
生
に
な
る
と
、
地
域
の
事
業
所
を
訪

問
し
、
実
務
経
験
を
通
じ
て
、
職
業
意
識

を
高
め
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
就
業
体

験
研
修
）
を
行
い
ま
す
。
滞
在
期
間
は
1

年
生
が
1
週
間
、
2
年
生
は
2
週
間
で
す
。　

交
通
費
や
滞
在
費
は
自
己
負
担
に
な
り
ま

す
が
、
令
和
元
年
に
設
立
さ
れ
た
「
北
海

道
林
業
・
木
材
産
業
人
材
育
成
支
援
協
議

会
」
が
、
毎
年
1
千
万
円
の
賛
助
金
を
拠

出
し
て
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

道
内
で
は
、
平
成
28
〜
31
年
に
、
林
業

に
関
わ
る
事
業
者
や
団
体
、
市
町
村
、
教

育
・
研
究
機
関
な
ど
が
参
加
し
て
、
担
い

手
の
育
成
・
確
保
に
向
け
た
取
組
を
進
め

る
「
林
業
担
い
手
確
保
推
進
協
議
会
」
が

15
地
域
で
発
足
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
10

協
議
会
が
参
加
し
て
、
令
和
2
年
に
「
北

森
カ
レ
ッ
ジ
支
援
地
域
連
携
協
議
会
」
が

始
動
し
て
、
地
域
に
お
け
る
研
修
の
受
け

入
れ
な
ど
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
滞
在
先

の
確
保
な
ど
で
市
町
村
の
サ
ポ
ー
ト
も
受

け
て
い
ま
す
。
職
員
住
宅
を
改
修
し
、
滞

在
先
と
し
て
提
供
し
て
も
ら
っ
て
い
る
地

域
も
あ
り
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

市
町
村
有
林
は
貴
重
な
資
源

　

北
海
道
の
森
林
面
積
の
う
ち
6
％
は
市

町
村
有
林
で
す
が
、
市
町
村
職
員
か
ら

「
管
理
や
活
用
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
乏
し
い
。

何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
」
と

の
声
を
聞
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
小
規
模

市
町
村
で
は
、
職
員
数
の
関
係
も
あ
り
、

専
任
職
員
を
配
置
す
る
こ
と
が
難
し
く
、

補
助
金
の
メ
ニ
ュ
ー
が
多
岐
に
わ
た
り
、

事
務
手
続
き
も
複
雑
で
あ
る
た
め
、
森
林

の
保
全
や
活
用
に
本
腰
を
入
れ
る
こ
と
が

難
し
い
と
感
じ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

道
内
に
は
森
林
を
重
要
な
地
域
資
源
に

位
置
付
け
、
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
し
て
い

る
市
町
村
が
あ
り
ま
す
。
持
続
可
能
な
森

林
づ
く
り
に
与
え
ら
れ
る
国
際
認
証
・
Ｆ

Ｓ
Ｃ
を
道
内
で
初
め
て
取
得
し
た
下
川
町

を
は
じ
め
、
紋
別
市
は
「
流
氷
の
森
ク
レ

ジ
ッ
ト
」
を
創
設
し
ま
し
た
。
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
事
業
者
が
、
排
出
量
に
相
当

す
る
金
額
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
購
入
し
、
市

は
そ
の
収
入
を
活
用
し
て
、
民
有
林
に
お

け
る
森
林
機
能
の
維
持
・
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
中
川
町
は
、
国
や
北
海
道

大
学
、
旭
川
家
具
の
木
工
作
家
な
ど
、
幅

広
い
分
野
の
専
門
家
と
連
携
を
深
め
な
が

ら
、
持
続
的
な
森
林
資
源
の
管
理
と
町
産

材
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

森
林
環
境
譲
与
税
と
課
題

　

平
成
31
年
4
月
施
行
の
森
林
経
営
管
理

法
に
よ
り
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
森
林
整

備
に
対
応
す
る
税
制
と
し
て
、
森
林
環
境

税
と
森
林
環
境
譲
与
税
が
制
度
化
さ
れ
ま

し
た
。
令
和
元
年
度
か
ら
、
都
道
府
県
と

市
町
村
に
森
林
環
境
譲
与
税
の
譲
与
が
始

ま
り
ま
し
た
。
自
治
体
の
人
口
、
公
有
林

を
除
い
た
私
有
林
人
工
林
面
積
、
林
業
就

業
者
数
に
基
づ
き
、
総
務
省
が
配
分
額
を

決
め
ま
す
。
北
海
道
に
は
令
和
元
年
度
は

約
3
億
６
６
７
万
円
、
2
年
度
に
は
約
4

億
６
０
０
１
万
円
が
配
分
さ
れ
、
こ
の
う

ち
2
カ
年
で
2
億
５
３
２
０
万
円
を
北
森

カ
レ
ッ
ジ
の
整
備
や
運
営
に
充
て
て
い
ま

す
。
4
〜
5
年
前
は
全
国
に
5
校
だ
け

だ
っ
た
林
業
大
学
校
は
、
本
年
度
に
は
23

校
に
増
え
る
見
込
み
で
す
。
森
林
環
境
譲

与
税
が
、
森
林
と
林
業
の
再
生
に
向
け
た

取
組
を
着
実
に
後
押
し
し
て
い
る
こ
と
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
私
有
林
人
工
林
面
積
5
割
、
人

口
3
割
、
林
業
就
業
者
数
2
割
と
い
う
按

分
割
合
に
対
し
て
、
豊
か
な
森
林
を
抱
え

る
市
町
村
か
ら
不
満
の
声
も
上
が
っ
て
い

る
と
聞
き
ま
す
。
令
和
2
年
度
の
都
道
府

県
と
市
町
村
の
合
計
配
分
額
は
、
北
海
道

が
最
多
の
30
億
６
６
７
０
万
円
で
、
14
億

４
０
３
８
万
円
の
東
京
都
、
14
億
２
３
５

２
万
円
の
高
知
県
が
次
い
で
い
ま
す
。

　

道
内
の
市
町
村
で
最
も
配
分
額
が
多
い

の
は
1
億
９
９
３
３
万
円
の
札
幌
市
で
す

が
、
１
０
０
万
円
を
下
回
る
町
村
も
11
あ

り
ま
す
。
配
分
額
が
少
な
い
た
め
、
譲
与

金
を
基
金
に
積
ん
で
い
る
市
町
村
に
対
し

て
「
有
効
活
用
し
て
い
な
い
」
と
批
判
す

る
報
道
も
あ
り
ま
し
た
。
で
す
が
、
人
口

3
割
と
い
う
基
準
に
は
、
都
市
が
木
材
の

大
消
費
地
で
あ
る
と
い
う
意
味
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
都
市
住
民
が
管
内
の
木
で

家
を
建
て
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
道

産
材
を
活
用
し
、
道
内
の
木
材
市
場
を
活

性
化
す
る
役
割
を
積
極
的
に
果
た
し
て
も

ら
う
た
め
、
森
林
環
境
譲
与
税
が
人
口
規

模
の
大
き
い
都
市
に
手
厚
く
配
分
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
よ
く
認
識
し
、
譲
与

金
の
使
途
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
と
議
論

し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
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